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“障がい者相談支援センター”って？ 

 

障がいのある方が地域で生活するために必要なサービスの相談などができる

窓口です。 

市内に６か所設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住所 電話番号 

内本町 障がい者相談支援

センター 

内本町２－２－１２ 

（内本町コミュニティセンター
06-6319-9832 

困りごとの相談 サービスの相談 

退院した後の 暮らしの相談 
手帳・自立支援医療など 

色んな手続き 

開設時間 

午前 9 時～午後５時３０分 
福祉の専門職がサポート 

そのほかの手続きできる内容は各センターに連絡してくだ



 

内） 

片山・岸部 障がい者相談

支援センター 
岸部南１－４－８ 06-6310-1672 

豊津・江坂・南吹田 障が

い者相談支援センター 
豊津町２－１ 第２中田ビル１階 06-6386-3700 

千里山・佐井寺 障がい者

相談支援センター 
千里山東２－２０－４ 06-6170-1785 

亥の子谷 障がい者相談支

援センター 

山田西１－２６－２０ 

（亥の子谷コミュニティセンター

内） 

06-6170-5136 

千里ニュータウン 障がい

者相談支援センター 

津雲台１－２－１ 

（千里ニュータウンプラザ５階） 
06-6873-8850 

 

吹田市 HP 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



  



 

 



 

 



 

 



 



 

 



 



 

 



 

 



 

 



 

 



 
 



 



 



 

 



  



 

 



 

 



 



 

 



 

 

 

“地域活動支援センター”って？ 

 

「地域活動支援センター」とは、障がいがある方に創作活動や生産活動の場

を提供したり、社会との交流の機会を提供する場所です。 

「毎日通うのは難しいけど、自分のペース過ごせる場所が欲しい」、「日常の

困りごとや福祉サービスについて相談したい」、という方が登録して、利用でき

ます。 

実費を除いて、利用に料金が発生することはほとんどありません。まずはお

気軽にお問い合わせください。 
 

＜Ⅰ型＞ 

・地域活動支援センターりあん 【吹田市内本町１丁目２番１７号 （06-7182-4050）】 

⇒精神保健福祉士等の専門職員を配置し、医療・福祉の支援のサポートも行っ

ています。地域住民ボランティアの育成も行っています。 
 

＜Ⅱ型＞ 

・地域活動支援センターすももクラブ 

【大阪市淀川区十三東 3 丁目 11 番 15 号 （06-6305-3969）】 

・地域活動支援センターほほえみ 

【大阪府大阪市中央区玉造 2 丁目 16 番 8 号 玉造井上ビル 4 階（大阪ろうあ会館玉造センター）（06-6796-8306）】 

⇒就労が困難な障がいのある方に、機能訓練、社会適応訓練、入浴等を行って

います。 
 

＜Ⅲ型＞ 

・地域活動支援センター赤レンガ 【吹田市千里山月が丘 6 番 8 号 （06-6319-9894）】 

・地域活動支援センタールビア 【吹田市岸部北 2 丁目 30-3 （06-7503-1166）】 

⇒小規模な事業所で就労や社会参加に向けて交流の場を提供しています。 

 

詳細は吹田市 HP をご覧ください 

 
 

 

さまざまな人と交流した 困りごとを相談したい 生活リズムを安定したい 



  



 

 



 

 



 

障がい福祉のしごと 

障がい福祉・障がい者が自らの望む生活を営むことができるように支援すること 

 

障がいは人それぞれ。支援もさまざま。 

 

例えばこんな支援があります。 

  

 

 

 

 

 

 

障がい福祉の仕事とは、 

「さまざまな個性や想いに触れられる魅力ある仕事」です。 

 

働いている人が持っている資格や、必要な研修はさまざまです。 

はじめは資格がなくても、働く中で専門性を高めていくこともできます。 

 

障がい福祉分野のしごとはさまざまなひとたちに支えられて成り立っています。 

 

＜障がい福祉の就職ナビ（吹田市HP）＞ 

障がい福祉の仕事の内容・インターン情報等 

 

＜障がい福祉分野の人材確保・定着・養成について（吹田市HP）＞ 

吹田市の実施する事業者向け補助金等 

 

 

 

＊状態やニーズに適したサービスにつなぐための相

談 

＊買い物や外出の支援 

＊入所施設での介護 

＊共同住居での生活支援 



 

 

 

合理的配慮って？ 

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（いわゆる障害者差別解消法）（平

成 28 年 4 月 1 日施行）により、障がいのある方への「合理的配慮」などが求められて

います。 

※令和 6 年 4 月 1 日から法律の改正により、事業者にもの合理的配慮の提供が義務

づけられます。 

 

合理的配慮 

障がいのある人は、社会の中にあるバリアによって生活しづらい場合があります。 

市役所や事業者は、障がいのある人から対応を求められたとき負担が重すぎない範

囲でバリアを取り除くための対応をする必要があります。 

合理的配慮の提供には、具体的な対応について話し合うことや必要に応じて見直し、

改善していくことも大切です。 

 

社会の中にあるバリア 

①物理的なバリア 公共交通機関、道路、建物
などにおいて、利用者に移
動面で困難をもたらす物理
的なバリア 

例）路上に放置された自転車 

②制度的なバリア 社会のルール、制度によっ
て、障がいのある人が能力
以前の段階で機会の均等を
奪われているバリア 

例）補助犬の入店拒否 

③文化・情報面で

のバリア 

情報の伝え方が不十分であ
るために、必要な情報が平
等に得られないバリア 

例）音声のみの緊急時アナウンス 

④意識的なバリア 周囲からの心無い言葉、差
別、無関心など、障がいの
ある人を受け入れないバリ
ア。障がいに対する誤った
認識から生まれる。 

例）“障がい者は～～だ” 

“〇〇である”という 

決めつけ 

 

 



 


